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本研究の目的は、 熟練農業者の活動が環境に与え

る影響の分析及び可視化である。 特に本研究では、環

境情報の時系列データがどのように変化するかに注目

した。 そこで、差分累積値に基づく農業環境データの可

視化分析法を提案する。 提案手法は、 差分の累積値

によるモデルに基づいており、 周期的なデータに対して

も、 値が全体的に高い傾向にあるのか低い傾向にある

のかを明らかにすることが可能である。 また、 中長期的

な環境データから、 大きな変化が発生した点を検出で

きる。 評価実験では、 まず静岡県内の４つのバラ農家

に、データ収集用小型デバイスを設置し、各種環境デー

タを収集した。 そして、 飽差データに対して提案手法を

適用することにより、変化点の抽出を行った。 実験結果

から、 提案手法は環境変化の特徴的な時点を抽出可

能なことが明らかとなった。




